










　今まで暖かい日が続いていましたが、ついに11月らしい

寒い日がやってきました。乾燥した寒い日が続くとインフ

ルエンザが気になるところですが、11月 17日に県内全域にインフルエン

ザ警報が発令されています。十分な休養・栄養、そしてうがい・手洗いを

しっかりしましょう！

また、忘年会の出し物の練習？特訓？に励んでいる部署も見受けられます

が、体調管理（捻挫・肉離れ？）にはくれぐれも気をつけて下さい。

　今年プリセプターとして新人教育に携わっています。最近プリセプティーの「笑顔

がいいね」と言ってもらえます。

私には３人の子供がいて、１番上が中学生になりました。子どもたちもいずれ社会人

になり、職場の人に迷惑をかけたり時間を費やしてもらったりするときが来ます。ま

た、プリセプティーにも心配する家族がいることを考えてしまいます。

プリセプティーを育てるのは１人ではできません。私は一緒に考え、理解してくれる

病棟スタッフがいます。そのおかげで私も楽しく仕事ができています。「プリセプティ

ーの笑顔」と「３東病棟のスタッフ」が今の私の自慢です。

9月12日に熊本県の崇城大学市民ホールで行われた日本手術看護学

会九州地区に参加しました。私たち三人は、手術室に移動になった

ばかりであり、手術室に関する知識が少なく、手術室看護について

も詳しくありません。そのため、知識を習得し、今後の手術室看護に

活かしていけるように、また、看護研究メンバーになっていること

もあり、テーマであげている術中訪問の見直しについて参考になれ

ばと思い、この学会に参加することにしました。

学会では、九州地区のいろいろな病院が取り組んでいることを５群

に分けて発表していました。第１群では、術中の体位・保温に関する

こと、第２群は教育に関すること、第３群は業務改善・看護管理に関

すること、第４群は感染・安全管理に関すること、第５群は術前・術

中看護、術後訪問についてそれぞれの病院がより質の高い医療・看

護の提供ができるよう工夫されており、当院ではどのようにしてい

るか、当院でも取り入れることができるかなど考えたり比較したり

して聞くことでとても参考になりました。

今回の学会での学びを手術室スタッフへ伝達し、今後の手術室看護

の向上につながるように働きかけていきたいです。

　あちこちのイベント広場に負けないよ

うに、クリスマスイルミネーションの点灯

式を11月18日に行いました。今年は中央に

ツリーをメインとして設置し、周りをデコ

レーションしました。（看護部 坂元作）

夕方からの4時間程の点灯になりますが、

患者さんやご家族、面会の方々そして職員

の皆さんにも“ホッとした”“癒された”な

ど楽しんでもらえたらいいなと思います。
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